
農業･農村の将来ビジョンを

エネルギー自給戦略から考える
～ローカルコモンズの役割は何か～

全国町村会 都市･農村共生社会創造シンポジウム

日本の農業は、燃油や資材、肥料･飼料等の価格高騰が続く中、農産物価格の転嫁も進んでいない等、
極めて厳しい現状にある。

農業所得の伸び悩みは、担い手の確保を一層困難にし、農業の将来への大きな影響が懸念される。

こうした低迷の原因の一つに、エネルギーを化石燃料に頼り、外部から購入することで、お金が域外
に流出し続けていることがあげられる。

農村地域は、自然エネルギーの宝庫である。

農村地域に眠っている自然エネルギーを、他者に頼るのではなく、地域自らが引き出し、使う方向に
転換することによって、農業･農村の持続可能性を高める必要がある。

そのためには、食料・農業・農村政策に、自然エネルギーの利活用を明確に位置付けることが必要で
ある。同時に、地域の自主的な取組が求められる。

今回、第一線で活躍する研究者や実践者とともに農業･農村の将来ビジョンを探る。

13：30 開会・主催者挨拶

●第１部（50分）

農業・農村のエネルギー自給戦略はなぜ必要か

農業・農村の持続可能性から考える

●第２部（60分）

エネルギー自給農業にどう取り組むか

実践報告：営農型太陽光発電に見る新たな可能性

●グループ・ディスカッション（20分）

●第３部（70分）

全体ディスカッション：農業・農村の将来ビジョンをどう描くか

17：20 閉会

■日 時 2024年５月10日(金)13:30～17:20（開場13:00）

■会 場 全国町村会館２Fホール（※会場参加のみ、WEB中継はありません）
東京都千代田区永田町1-11-35・東京メトロ「永田町」駅3番出口

■参加費 無料 ■定員 150名 ■主 催 全国町村会
■協 力 一般社団法人共生エネルギー社会実装研究所

プログラム・概要

お申込み

＜申し込み要領＞
以下の内容をメールでお送りください
【件名】 ： シンポ申し込み
【本文】 ： ①氏名
           ②所属

③勤務地または住所の
都道府県名

＜申し込み・問合せ＞

keinou@zck.or.jp
全国町村会 経済農林部
Tel.03-3581-0485

東京都千代田区永田町1-11-35

締め切り
5月8日(水)

研究者・実践者
総勢12名が登壇

※ 詳細は裏面をご覧ください

先着順。定員に達し
次第締切ります。

mailto:keinou@zck.or.jp


プログラム・詳細

◆第1部 13：35～14：25（50分） 総合司会：法政大学教授 土山希美枝氏
農業･農村のエネルギー自給戦略はなぜ必要か

◇農業･農村の可能性から考える

①早稲田大学名誉教授 堀口健治 氏（12分）
「検証・食料・農業・農村基本法見直し議論」

②事業構想大学院大学教授 重藤さわ子 氏（12分）
「エネルギー効率性から見る農業・農村の持続可能性」

③千葉エコ・エネルギー株式会社 代表取締役 馬上丈司 氏（12分）
「現場からみた農業の新たな担い手」

④一般社団法人共生エネルギー社会実装研究所理事長 堀尾正靱 氏（12分）
「国のエネルギー戦略と農業・農村のエネルギー自給」

①陸前高田しみんエネルギー株式会社
代表取締役（元ワタミエナジー㈱代表取締役） 小出浩平 氏（20分）

②一般社団法人中部ソーラーシェアリングやろまい会
代表理事 （株式会社磐田おおくすのき農園代表取締役） 北井久美絵 氏（20分）

③東急不動産株式会社 インフラ・インダストリー事業ユニット環境エネルギー事業本部
再生可能エネルギー政策推進室 室長 川崎雄介 氏（20分）

13:30 開会・主催者挨拶

コーディネーター：土山希美枝氏、堀尾正靱氏

■登壇者
①合同会社ソーラー・ファーム･山形 三浦龍典 氏
②カネヘイファーム（静岡県富士宮市） 後藤繁生 氏
③一般社団法人持続可能な地域社会総合研究所 高橋正也 氏
④岡山県西粟倉村地方創生特任参事 上山隆浩 氏
⑤第1部の登壇者から                    

◆第２部 14：35～15：35（60分）総合司会：土山希美枝氏
エネルギー自給戦略にどう取り組むか
◇実践報告：営農型太陽光発電にみる新たな農業の可能性

◆第３部16:10～17:20（70分）
全体ディスカッション：農業・農村の将来ビジョンをどう描くか

14:25～14:35 休憩

15:55～16:10 休憩

17:20 閉会

※プログラムの内容は都合により変更することがあります。あらかじめご了承ください。

◆グループ・ディスカッション 15：35～15：55（20分）進行：土山希美枝氏
◇聴衆参加型のグループ・ディスカッション

農林水産省ＨＰより
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